
徳島新未来創生総合計画（Ｒ７→Ｒ８）改善見直しについて

課題と現状分析 ６項目
／７４項目

魅【修正】徳島阿波おどり空港における国際定期便の就航状況

魅【修正】近年の労働者ニーズの傾向（働きやすさや福利厚生制度等） など

ＫＰＩ ２項目
／９３項目

安【修正】「こどもの居場所」箇所数(2028目標値) 180箇所 → 240箇所

安【修正】ジビエ加工施設での処理頭数(2028目標値) 2,200頭 → 2,500頭

施策の方向性 ３１項目
／３１４項目

魅【追加】「米の安定供給」に係る高温耐性品種やスマート技術の導入

魅【修正】地域公共交通に係るDXの推進、公共ライドシェア等の活用

透【修正】県庁における新たなコミュニケーションプラットフォームの導入 など

具体的な取組・工程 ２４項目
／３１０項目

安【追加】学びの多様化学校の設置

安【追加】職域におけるがん検診の受診促進の強化

透【追加】合同庁舎の整備 など

計 ６３項目
／７９１項目
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２ 見直し案（１月時点）

社会情勢の変化等に即応するとともに、総合計画審議会での評価や議会での論議等を踏まえ、
各部局において計画の改善見直しを実施。

１ 概要

資料１
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施策の方向性

具体的な取組・工程

ＫＰＩ

３ 計画の構成

１７戦略

７５戦術

ミッション

ビジョン

安心度ＵＰ
魅力度ＵＰ
透明度ＵＰ

「未来に引き継げる
徳島」の実現
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課題と現状分析

資料２

資料３・４
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「米の安定供給」に向け、気
候変動に対応する高温耐性品種
の導入やスマート技術の活用な
ど、ソフト・ハード両面から
「生産性の向上」に資する総合
的な対策に取り組みます。

（１）施策の方向性

現場や家庭など場所を選ばず、職員
が県のシステムを利用できるようにす
るとともに、円滑な情報共有が可能で、
生成AIなど最新技術に対応した、新た
なコミュニケーションプラットフォー
ムを導入することで、多様な働き方を
可能とし、創造的な施策を生み出すこ
とのできる環境を整えます。

＜修正理由＞

庁内の情報共有のあり方やツールの見直
しにより、コミュニケーションの活性化や
生産性の向上を図るため、令和7年度に新た
なコミュニケーションプラットフォームを
導入し、職員の働き方改革を一層推進する
こととしたため。

戦略11 攻めの農林水産業

４ 主な見直し項目（１月時点）

地域公共交通の維持・存続を図る
ため、関係者の役割分担と連携により、
モーダルミックスやDXの推進、公共
ライドシェア等の活用により、公共交
通の最適化や利便性向上に取り組むと
ともに、DMVの活用をはじめ、地域
特性に応じた公共交通の利用促進策を
展開します。

＜修正理由＞

地域公共交通の維持・存続に向け、
公共ライドシェアやタクシー配車ア
プリ導入支援など、情勢を踏まえた
取組を推進していくため。

修正

＜追加理由＞

国が進める「需要に応じた米の生
産」は、食料安全保障の強化や農家
の所得向上など、持続可能な農業の
実現につながるため。

追加 修正

戦略14 国内外から選ばれる
 魅力的な地域づくり

戦略16 時代のニーズに対応する
県政運営体制
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（２）具体的な取組・工程

○学びの多様化学校の設置

＜追加理由＞

不登校生徒の個々のニーズ
に応じた多様な支援を図るた
め。

戦略１ 徳島新未来創生に向けた
教育再生

４ 主な見直し項目（１月時点）

戦略17 持続可能な財政運営の推進

＜追加理由＞

がん検診の受診率向上に向け、
従業員が、がん検診を受けやす
い環境整備に取り組んでいくた
め。

戦略５ 健康づくりの推進と
医療・介護・福祉の充実

追加

職域における受診促進の強化

○がん検診の受診率の向上 ○合同庁舎の整備

調査・検討・推進

＜追加理由＞

老朽化が進んでいる県の合同
庁舎について、建替を含めた整
備の検討を進める必要があるた
め。

設計・施工、開校・運営

追加追加
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１月２１日 第２回総合計画審議会

２月上～中旬 パブリックコメント

３月１１日 （県議会の審議・議決を経て）計画改定

徳島新未来創生総合計画（Ｒ７→Ｒ８）改善見直しについて

５ 今後のスケジュール（予定）
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